
 

 

 

 

 

大問１ 

1 ③ 

2 ① 

3 ④ 

4 ② 

5 ① 

6 ③ 

7 ④ 

8 ③ 

9 ② 

10 ④ 

＜講評＞ 

細やかな文法知識が問われる問題であった。特に、イディオムやそのあとの動詞が to 不定

詞か ing 形かの正しい知識は、共通テストで直接問われることはないものの、文法問題や作

文の際に重要になってくるため、しっかり覚えておこう。 

 

大問２ 

11 ① 

12 ③ 

13 ④ 

14 ④ 

15 ③ 

16 ② 

17 ③ 

18 ④ 

19 ③ 

20 ② 

＜講評＞ 

文章の内容は把握しやすいが、文章ごとの文法構造が少々複雑で読みにくかったか。特に最

初の段落は and で結ばれたものの構造が複雑であったため、よく注意が必要である。日頃

から文節や入れ子構造を立体的にとらえる訓練ができているかが読みのスムーズさ・正確



さに影響する。構文の煩雑さゆえに手間取った受験生は、品詞と文型をよく復習しておこう。 

 

大問３ 

21 ② 

22 ① 

23 ③ 

24 ④ 

25 ③ 

26 ④ 

27 ③ 

28 ② 

29 ① 

30 ④ 

＜講評＞ 

この問題も、本文の文章構造の複雑さが十分な把握を妨げたであろう。構成単語は基本的な

ものが多いため、文節の構成、例えばどこからどこまでが that 節で、主節の主語述語がど

れか、をいかに速く正確に把握するかが寛容である。 

 

大問４ 

31 ③ 

32 ① 

33 ① 

34 ④ 

35 ② 

36 ③ 

37 ③ 

38 ④ 

39 ② 

40 ④ 

＜講評＞ 

今回出題された文章の中では比較的平易な文章構造であろう。問題部は空欄補充と指示内

容説明で構成されており、空欄補充は、選択肢同士の意味の違いがはっきりしているため、

論理構成をよくとらえることが重要であった。特に、順接/逆接や、内容同士の関係（例示、

対比など）といった、情報同士の論理関係を整理できるようにしておこう。指示内容説明で

は、正しいものを選ぶパターンと間違ったもの（言及されていないもの）を選ぶパターンが

同程度で混在しているため、まずはこれを間違えないように注意したい。 


